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主な内容主な内容

 
● かけがえのない町の将来を
ズバリ町政を問う！

● 
● 

ありゃぁどうなったんかいの？

筆の都くまの
熊野町観光大使

ふでりん
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熊野町議会のホームページから、本会議の会議録や議会中継をご覧いただけます

拳志キッズ（空手道）スポーツ少年団
（関連記事 P13）

令和２年

10,11月臨時会
12月定例会

輝け！熊
野町
スポーツ少年

団



③ くまの議会だより　第117号 くまの議会だより　第117号 ②

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

議
会
審
議

議
会
審
議気になる５件をピックアップ

Ｑ
．障
害
者
総
合
支
援
事
業
扶
助
費
の
増
額
内
訳
は
。

Ａ
．
生
活
介
護
・
共
同
生
活
支
援
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）・
就
労
継
続
支
援
等
２
４
６
６
万
円
、
児
童

通
所
給
付
費
（
発
達
障
害
支
援
・
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
等
）
２
７
１
３
万
円
、
居
宅
介
護
・

行
動
援
護
等
295
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
っ
た
。

Ｑ
．
母
子
自
立
支
援
施
設
の
入
所
世
帯
数
と
予
算
の

増
額
理
由
は
。

Ａ
．
現
在
２
世
帯
が
入
所
し
て
お
り
、
今
後
の
入
所

状
況
を
考
慮
し
増
額
し
た
。

Ｑ
．
児
童
虐
待
対
応
の
相
談
窓
口
を
、今
年
度
役
場

本
庁
か
ら
こ
ど
も
夢
プ
ラ
ザ
に
移
行
し
た
経
緯

と
効
果
は
。

Ａ
．
子
育
て
に
関
す
る
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
開

設
し
て
い
る
こ
ど
も
夢
プ
ラ
ザ
に
は
、
多
く
の

相
談
者
が
訪
れ
る
。
児
童
虐
待
リ
ス
ク
の
あ
る

保
護
者
の
早
期
発
見
と
対
応
を
行
う
た
め
、
保

健
師
を
配
置
し
た
。

Ｑ
．保
育
所
等
運
営
一
般
事
務
事
業
の
消
耗
品
費（
未

就
学
児
用
マ
ス
ク
購
入
費
）の
減
額
理
由
は
。

Ａ
．
マ
ス
ク
不
足
で
価
格
の
高
い
時
期
に
予
算
措
置

し
た
が
、
購
入
時
に
は
価
格
低
下
し
て
い
た
た

め
で
あ
る
。
購
入
数
に
変
更
は
な
い
。

Ｑ
．
町
道
局
部
改
良
事
業
の
完
了
時
期
は
。

Ａ
．
中
溝
14
号
線
は
、
来
年
度
工
事
着
手
し
、
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
完
了
予
定
。
時
数
地
線
は
、
来

年
度
か
ら
工
事
着
手
予
定
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
を
可
決

歳
入
・
歳
出
と
も
２
億
４
２
１
３
万
円
の
増
額

総
額
126
億
６
３
４
４
万
円
に

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
事
業
予
算
》

　

①
筆
の
里
工
房
の
実
演
エ
リ
ア
に
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
置�

40
万
円

　

②
Ｗ
ｅ
ｂ
・
電
話
予
約
方
式
に
よ
る
確
定
申
告
受
付
体
制
整
備�

125
万
円

　

③
町
民
会
館
講
堂
改
修
工
事
（
避
難
所
３
密
対
策
）
等�

６
０
７
３
万
円

　

④
図
書
館
に
図
書
除
菌
機
・
非
接
触
人
体
検
温
シ
ス
テ
ム
を
購
入�

157
万
円

《
健
康
福
祉
に
関
す
る
予
算
》

　

①
障
害
者
自
立
支
援
事
業
扶
助
費
等
の
増�

５
９
７
２
万
円

　

②
生
活
保
護
費
支
給
事
業
の
増
（
救
護
施
設
入
所
者
の
増
）�

200
万
円

　

③
母
子
自
立
支
援
施
設
入
所
委
託
料
の
増
（
保
護
世
帯
の
増
）�

350
万
円

　

④
く
ま
の
こ
ど
も
夢
プ
ラ
ザ
管
理
運
営
事
業
役
務
費
等
の
増
額�

20
万
円

《
建
設
農
林
に
関
す
る
予
算
》

　

①
町
道
局
部
改
良
事
業
費
の
増

　
　
　
（
町
道
中
溝
14
号
線
・
町
道
時
数
地
線
の
改
良
）�

１
８
５
０
万
円

　

②
町
道
深
原
公
園
線
（
鞘
ノ
河
内
工
区
）
新
設
事
業
費
の
増�

�

１
７
０
０
万
円

　

③
火
ノ
原
地
区
農
地
、
三
谷
川
頭
首
工
の
災
害
復
旧
工
事
費�

601
万
円

ピックアップ④

町から報告５件・議案 15 件
（数値については表記単位未満を四捨五入しています）

主 な 質 疑

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
①

Ｑ
．
制
度
改
正
に
該
当
す
る
世
帯
数
と
影
響
額
は
。

Ａ
．
令
和
元
年
度
課
税
分
で
み
る
と
19
世
帯
、
54
万

円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ
．
購
入
備
品
の
納
期
が
今
年
度
末
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
ま
で
に
セ
ン
タ
ー
は
完
成
す
る
の
か
。

Ａ
．
今
年
度
末
の
セ
ン
タ
ー
完
成
予
定
に
向
け
工
事

は
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
納
期
も
そ
れ

に
合
わ
せ
て
設
定
し
て
い
る
。

Ｑ
．
今
回
以
外
の
電
化
製
品
の
契
約
は
、
い
つ
行
う

の
か
。

Ａ
．
今
回
の
事
務
用
品
と
は
別
に
、
契
約
す
る
予
定

で
あ
る
。

Ｑ
．
洗
濯
機
購
入
の
際
は
、
乾
燥
機
付
き
の
も
の
を

お
願
い
し
た
い
。

Ａ
．
検
討
す
る
。

「
熊
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
可
決

　

個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
に
伴
う
軽
減
判
定
所
得
基
準
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
基
礎
控
除
相
当
分
の
基
準
額
が
33
万
円
か
ら
43
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
給
与
所
得
者
等
の
数
に
応
じ
て
10
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

ピックアップ①

熊
野
町
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
を
可
決

　

次
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
、
引
き
続
き
指
定
し
ま
し
た
。

①
熊
野
町
中
央
ふ
れ
あ
い
館

　
　
【
指
定
管
理
者
】
株
式
会
社
公
和

②
熊
野
町
西
部
地
域
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
【
指
定
管
理
者
】
特
定
非
営
利
活
動
法
人
熊
野
人
材
セ
ン
タ
ー

③
熊
野
町
東
部
地
域
健
康
セ
ン
タ
ー
及
び
深
原
地
区
公
園

　
　
【
指
定
管
理
者
】
特
定
非
営
利
活
動
法
人
き
ら
ら
会

④
熊
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
【
指
定
管
理
者
】
特
定
非
営
利
活
動
法
人
熊
野
人
材
セ
ン
タ
ー

【
指
定
期
間
】

　
　

①
③
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日
（
５
年
間
）

　
　

②
④
は
、
法
人
が
令
和
３
年
度
末
に
解
散
予
定
の
た
め
、
令
和
３
年

　
　

４
月
１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日
（
１
年
間
）

ピックアップ②

東
部
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
整
備
に
係
る

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
可
決

　

令
和
３
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
の
東
部
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
に
必
要

な
事
務
用
品
等
（
備
品
）
の
購
入
。

○
取
得
す
る
財
産　
机
、
椅
子
、
収
納
庫
、
お
む
つ
交
換
台
ほ
か

○
取
得
価
額　
　
　

１
５
０
２
万
円

○
契
約
者　
　
　
　

株
式
会
社 

世
良
源

ピックアップ③

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
③

指定管理者制度とは…
　多様化する住民ニーズに
より効果的・効率的に対応
するため、公の施設の管理
に民間ノウハウを活用しな
がら、住民サービスの向上
と経費節減を図ることを目
的に、平成 15 年の地方自治
法改正により創設された制
度。従来、公共（的）団体、
自治体の出資法人等に限定
されていた公の施設の管理
運営を民間事業者も含めた
幅広い団体にも委ねること
ができるようになりました。

12月定例会（12月８日開会）

注目補正事業令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
を
可
決

歳
入
・
歳
出
と
も
625
万
円
の
増
額

総
額
126
億
６
９
６
９
万
円
に

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
事
業
予
算
》

　

○
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
再
度
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給

　
　
（
１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
に
１
人
３
万
円
）�

625
万
円

ピックアップ⑤

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
④



あなたが、気になる

「質問」はありますか？

⑤ くまの議会だより　第117号 くまの議会だより　第117号 ④

一

般

質

問

議

会

・

委

員

会

活

動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

議

会

審

議

一

般

質

問

議

会

・

委

員

会

活

動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

議

会

審

議

～令和２年第７回（10月）・第８回（11月）熊野町議会臨時会～

議会審議をピックアップ
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
を
可
決

歳
入
歳
出
と
も
１
９
７
８
万
円
の
増
額

総
額
124
億
２
１
３
１
万
円
に　

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
事
業
予
算
》

①  

筆
産
業
振
興
事
業 

133

万
円

　

・
全
国
書
画
展
覧
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
構
築
事
業
補
助
金
の
増
額　

250

万
円

　

・
文
房
四
宝
ま
つ
り
中
止
に
よ
る
実
行
委
員
会
補
助
金
の
減
額　

117

万
円

②  
感
染
症
対
策
事
業 

１
８
４
５
万
円

　

・ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
対
象
に
、
高
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

と
妊
婦
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
に
対
す
る
自
己
負
担
の
減
額
及
び

予
防
接
種
者
増
に
対
応
す
る
。

主 な 質 疑

Ｑ
．
全
国
書
画
展
覧
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
内
容
は
。

Ａ
．
今
年
度
の
全
国
書
画
展
覧
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
作
品
展
示
は
行
わ
れ
る
が
表
彰
式
が
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
展
示
会
場
に
来
場
で
き
な
い

被
表
彰
者
等
に
向
け
た
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
構
築

す
る
も
の
で
あ
る
。
展
示
会
場
の
様
子
や
被
表

彰
者
の
コ
メ
ン
ト
等
を
ネ
ッ
ト
配
信
す
る
。
併

せ
て
、
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ス
マ
ホ
対
応

に
改
修
す
る
。

Ｑ
．
全
国
書
画
展
覧
会
の
今
年
度
の
出
品
数
は
。

Ａ
．
書
の
部
10

万
２
千
点
、
画
の
部
１
万
点
、
合
計

11

万
２
千
点
。
昨
年
に
比
べ
１
万
８
千
点
（
14

％
）

減
少
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
は
な
い
か
と

見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ
．
２
回
の
接
種
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
１
回
２
千

円
の
助
成
は
、
２
回
と
も
助
成
対
象
と
な
る
の
か
。

Ａ
．
各
回
２
千
円
、
計
４
千
円
の
助
成
が
受
け
ら

れ
る
。

Ｑ
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
率
は
、
ど
の
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
か
。

Ａ
．
高
齢
者
70

％
、
妊
婦
100

％
、
子
ど
も
70

％
。

Ｑ
．
今
回
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
対

象
拡
大
の
措
置
は
、
今
年
度
限
り
の
も
の
か
。

Ａ
．
今
年
度
の
み
の
措
置
で
あ
る
。

ピックアップ
①

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

　

給
与
・
報
酬
等
の
減
額
を
可
決

①  

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

・ 

職
員
の
令
和
２
年
12

月
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
1.30

月
か
ら
1.25

月
に
0.05

月

分
引
き
下
げ
る
。
こ
の
改
正
に
よ
る
影
響
額
は
、
304

万
円
の
減
額
。

②  

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

　

・ 

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の
年
間
の
期
末
手
当
の
額
を
0.05

月
分
引
き
下
げ
る
。

こ
の
改
正
に
よ
る
影
響
額
は
、
13

万
円
の
減
額
。

③  

議
会
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案

　

・ 

町
会
議
員
の
年
間
の
期
末
手
当
の
額
を
0.05

月
分
引
き
下
げ
る
。
こ
の
改
正
に

よ
り
、
議
員
１
人
当
た
り
年
間
１
万
６
千
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

ピックアップ
②

皆
さ
ん
の
「
く
ら
し
」
に
か
か
わ
る
こ
と
を
、
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

※ 紙面の関係により、質疑の一部のみを掲載させていただいています。

　 また、分かりやすい紙面にするために、趣旨が変わらない程度の編集を行っています。

　 なお、熊野町議会のホームページ（http://www.town.kumano.hiroshima.jp）から、一般質問の全ての内容を視聴することができます。

その他 農　業 安心・安全
道　路
交　通

子育て支援・教育

借
金
が
増
え
、
貯
金
が
減
少
し
て
い
る
。

熊
野
町
の
財
政
は
大
丈
夫
か

有
害
鳥
獣
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

徹
底
し
た
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か 

防
災
・
減
災
の
推
進
を 

避
難
し
や
す
い
避
難
場
所
・
避
難
所
の
環
境
作
り
は

熊
野
ト
ン
ネ
ル
無
料
化
後
の

平
谷
交
差
点
交
通
量
の
検
証
は

「
コ
ロ
ナ
対
策
」
に
よ
る
学
校
の
授
業
時
間
等
の

確
保
は
。
児
童
生
徒
へ
の
影
響
は

「
く
ま
ど
く
ノ
ー
ト
」
に
代
わ
る

「
読
書
通
帳
」
を
導
入
し
て
は
ど
う
か 

子
ど
も
医
療
費
（
通
院
費
）
の

助
成
対
象
年
齢
を
中
学
３
年
生
ま
で
拡
大
を  

諏
訪
本 

議
員

中　

島 

議
員

沖　

田 

議
員

水　

原 

議
員

中　

島 
議
員

諏
訪
本 
議
員

光　

本 
議
員  光　

本 
議
員  

P９ P８ P７ P６

質問議員５名　質問８項目

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
①
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議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

議
会
審
議

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

議
会
審
議

一
般
質
問

Q
A

子ども医療費（通院費）の助成対象
年齢を中学３年生まで拡大を
〈町長〉

2023 年度からの実施に向け検討する。

【
Ｑ
１
】

　

現
在
、
熊
野
町
の
通
院

に
係
る
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
の
対
象
年
齢
は
、
就

学
前
（
６
歳
児
）
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。県
内
で
は
、

23
市
町
の
う
ち
13
市
町

（
56
％
）
が
中
学
３
年
生

ま
で
又
は
そ
れ
以
上
に
拡

大
し
て
き
て
お
り
、
本
町

は
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
。

　

本
町
が
、
子
育
て
支
援

の
推
進
を
町
内
外
に
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
、定
住
促
進
、

定
住
人
口
増
を
目
指
す
た

め
に
は
、
中
学
３
年
生
ま

で
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

【
Ａ
１
】

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
が

一
段
落
す
る
２
０
２
３

（
令
和
５
）
年
度
か
ら
の

実
施
に
向
け
、
対
象
年
齢

の
拡
大
を
検
討
し
た
い
。

対
象
年
齢
拡
大
の
範
囲
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
無

料
と
し
て
い
た
一
部
負
担

金
を
全
て
の
対
象
者
か
ら

ご
負
担
い
た
だ
い
た
う
え

で
、
中
学
３
年
生
ま
で
拡

大
し
た
い
。

光本 一也議員

A

「くまどくノート」に代わる「読書通帳」を
導入してはどうか

〈教育部長〉

費用面を含め検討したい。
【
Ｑ
１
】

　
「
く
ま
ど
く
事
業
」
の
現

状
と
成
果
・
課
題
は
。

【
Ａ
１
】

　

小
中
学
生
の
達
成
率
は

昨
年
度
約
75
％
。
保
育

所
・
幼
稚
園
児
は
低
い
状

況
で
推
移
し
て
い
る
。
本

を
読
む
こ
と
で
文
字
を
読

む
力
、
言
葉
を
読
み
解
く

力
、
文
字
を
速
く
読
む
力

な
ど
が
養
わ
れ
、
学
習
面

に
も
プ
ラ
ス
効
果
が
見
ら

れ
る
。
中
学
生
の
読
書
時

間
の
確
保
と
大
人
の
読
書

の
習
慣
化
が
課
題
。

【
Ｑ
２
】

　

保
育
所
・
幼
稚
園
児
の

く
ま
ど
く
達
成
率
が
低
い

理
由
は
。

【
Ａ
２
】

　

８
割
の
保
護
者
は
家
庭

で
の
本
の
読
み
聞
か
せ
が

で
き
て
い
る
が
、
く
ま
ど

く
ノ
ー
ト
へ
の
記
載
ま
で

で
き
て
い
な
い
た
め
達
成

率
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

【
Ｑ
３
】

　
「
く
ま
ど
く
ノ
ー
ト
」
は
、

年
齢
段
階
に
よ
っ
て
内
容

を
変
え
て
も
良
い
の
で
は
。

【
Ａ
３
】

　

各
年
代
に
応
じ
た
ノ
ー

ト
の
作
成
を
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　
「
く
ま
ど
く
ノ
ー
ト
」
に

代
わ
る
「
読
書
通
帳
」
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
Ａ
４
】

　
「
読
書
通
帳
」
を
導
入

し
て
い
る
三
原
市
で
は
、

銀
行
の
預
金
通
帳
そ
っ
く

り
の
も
の
を
小
中
学
生
に

配
布
し
て
い
る
。
費
用
面

を
含
め
検
討
し
た
い
。

〈光本 一也 議員〉Q

▲
 

く
ま
ど
く
ノ
ー
ト

子育て支援
教 育

『
く
ま
ど
く
事
業
』と
は

　
子
ど
も
と
家
族
が
同
じ
本
を

読
み
そ
の
感
想
等
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
読
書
の
習
慣
化
と
家

族
の
絆
を
深
め
る
取
り
組
み
。

Q
A

「コロナ対策」による学校の授業時間等の
確保は。児童生徒への影響は
〈教育長〉

授業時間は確保できる見込みだ。
行事等で未実施のものもあるが、工夫し対応している。

諏訪本 光議員

【
Ｑ
１
】

　

臨
時
休
業
に
よ
る
児
童

生
徒
の
学
力
格
差
や
全
体

的
な
学
力
の
低
下
は
み
ら

れ
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

学
力
格
差
は
見
ら
れ
て

い
る
が
、
個
別
指
導
な
ど

の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

　

全
体
的
な
学
力
低
下
は

見
ら
れ
て
い
な
い
。
学
力

調
査
結
果
等
を
見
な
が
ら
、

指
導
す
る
。

【
Ｑ
２
】

　

行
事
等
が
中
止
に
な
る

中
で
、
学
校
生
活
の
リ
ズ

ム
は
ど
の
よ
う
に
し
た
か
。

ま
た
、
実
施
が
難
し
い
行

事
へ
の
工
夫
は
な
か
っ
た

の
か
。

【
Ａ
２
】

　

行
事
の
形
を
変
え
る
な

ど
工
夫
し
て
、
例
年
に
近

い
学
校
生
活
の
リ
ズ
ム
を

保
て
た
。

　

中
学
生
の
職
場
体
験
の

よ
う
に
実
施
で
き
な
か
っ

た
行
事
も
あ
っ
た
が
、
参

観
者
を
保
護
者
限
定
と
し

た
行
事
に
し
た
り
、
学
年

単
位
に
規
模
を
縮
小
し

て
実
施
し
た
学
校
も
あ
る
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使

う
な
ど
し
た
。

【
Ｑ
３
】

　

最
初
か
ら
中
止
で
な

く
、
工
夫
し
努
力
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。
そ
れ

が
次
年
度
以
降
の
取
り

組
み
の
材
料
と
な
る
。

教
育
環
境
は
不
十
分
で
あ

っ
た
が
、
個
々
の
学
年
で

の
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
「
完

結
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
学
校
と
家
庭
と
地
域

が
一
体
と
な
り
、
愛
情

を
も
っ
て
子
ど
も
を
育

て
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

回
答
は
い
ら
な
い
。

Q
A

熊野トンネル無料化後の
平谷交差点交通量の検証は
〈町長〉

交差点の改良が行われた。その効果の検証と、必要により追
加対策を適宜、要望する。

中島 数宜議員

【
Ｑ
１
】

　

昨
年
、「
交
通
量
、
地
元

の
強
い
要
望
を
踏
ま
え
横

断
歩
道
の
復
元
を
判
断
す

る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

交
通
量
の
大
き
な
増
加
は

な
い
。
復
元
し
な
い
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

豪
雨
災
害
の
際
、
渋
滞

対
策
に
伴
い
、
歩
行
者
の

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

廃
止
さ
れ
た
が
、
引
き
続

き
、
今
後
の
状
況
に
注
視

し
て
い
く
。

【
Ｑ
２
】

　

交
通
量
が
増
加
す
れ
ば
、

騒
音
、
振
動
、
排
気
ガ
ス

等
、
環
境
面
の
悪
化
が
心

配
さ
れ
る
。
継
続
的
な
調

査
と
、
そ
の
対
策
検
討
は
。

【
Ａ
２
】

　

交
通
量
が
増
加
す
る
可

能
性
は
あ
る
が
、
環
境
面

に
大
き
な
影
響
は
与
え
な

い
と
考
え
て
い
る
。
関
係

機
関
と
連
携
し
、
交
通
量

の
動
向
に
注
視
し
て
い
く
。

【
Ｑ
３
】

　

平
谷
地
内
の
県
道
矢
野

安
浦
線
は
交
差
点
ま
で
熊

野
町
に
移
管
さ
れ
る
と
思

う
が
そ
の
時
期
は
。

【
Ａ
３
】

　

必
要
な
道
路
修
繕
等
を

行
っ
た
後
に
来
年
度
中
の

移
管
と
伺
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

平
谷
地
内
は
歩
道
幅
も

狭
く
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
ほ

と
ん
ど
な
い
。
移
管
前
に

危
険
性
の
高
い
区
間
を
解

消
し
た
後
、
移
管
に
応
ず

る
べ
き
で
あ
る
。

【
Ａ
４
】

　

移
管
前
に
改
良
的
要
素

を
除
く
舗
装
の
打
ち
換
え
、

側
溝
修
繕
、
歩
道
の
段
差

解
消
を
実
施
す
る
と
伺
っ

て
い
る
。

道 路
交 通

▲ 熊野トンネル
　 無料化
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議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

議
会
審
議

議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

A
借金が増え、貯金が減少している。熊野町の財政は大丈夫か

〈町長〉

関係基準を下回り、本町は健全財政を維持している。
災害対応等による今後の影響は予測しがたい。

〈諏訪本 光 議員〉Q

【
Ｑ
１
】

　

過
去
３
年
間
の
捕
獲
数
、

対
策
件
数
な
ど
は
。

【
Ａ
１
】

　

平
成
30
年
度
は
233
頭
、

電
気
柵
等
10
件
、
延
長
１
，

８
７
１
ｍ
、
令
和
元
年
度

は
230
頭
、
電
気
柵
等
13

件
、
延
長
２
，
７
８
１
ｍ
、

令
和
２
年
度
11
月
末
200

頭
、
電
気
柵
等
33
件
、
延

長
６
，
３
９
５
ｍ
と
な
っ

て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

被
害
が
年
々
増
加
し
て

い
る
。
来
年
度
の
予
算
は
。

【
Ａ
２
】

　

増
額
の
方
向
で
準
備
を

進
め
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

を
山
中
に
設
置
す
る
対
策

を
昨
年
の
９
月
に
質
問
し

た
。
検
討
は
進
ん
で
い
る

か
。

【
Ａ
３
】

　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
を

山
中
に
設
置
す
る
と
維
持

管
理
が
大
変
と
な
る
た
め
、

県
か
ら
は
、
小
さ
く
囲
い
、

圃
場
を
守
る
こ
と
が
よ
り

良
い
対
策
で
あ
る
と
の
助

言
を
受
け
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

個
人
で
設
置
す
る
よ
り
、

地
元
住
民
で
共
同
設
置
す

る
方
が
よ
り
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
。
再
度
検

討
を
お
願
い
す
る
。

【
Ａ
４
】

　

共
同
設
置
す
る
場
合
は
、

地
域
住
民
間
で
の
協
議
が

前
提
と
な
る
。
再
度
、
近

隣
市
町
の
事
例
を
参
考
に
、

よ
り
有
効
な
対
策
と
、
施

工
方
法
な
ど
の
制
度
見
直

し
を
検
討
す
る
。

Q
A

避難しやすい避難場所・避難所の
環境作りは
〈住民生活部長〉

避難者やボランティアの協力を頂きながら環境
を整えたい。

【
Ｑ
１
】

　

今
年
度
の
避
難
場
所
で

の
食
事
は
、夜
は
乾
パ
ン
、

朝
は
ア
ル
フ
ァ
化
米
と
聞

い
て
い
る
。
年
齢
や
体
質

な
ど
で
食
事
は
変
え
て
い

る
か
。

【
Ａ
１
】

　

年
齢
や
体
質
ご
と
に
違

っ
た
食
事
の
提
供
は
考
え

て
い
な
い
が
、
乾
パ
ン
な

ど
か
ら
、
食
べ
や
す
い
ラ

イ
ス
ク
ッ
キ
ー
な
ど
に
変

更
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

に
も
努
め
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

床
の
上
に
マ
ッ
ト
を
敷

い
て
寝
る
よ
う
だ
が
、
高

齢
者
の
方
や
足
の
悪
い
方

等
は
寝
起
き
が
難
し
い
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
等
の
準

備
は
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
２
】

　

避
難
場
所
で
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
を
作
成
す
る
に
は
、

人
数
と
時
間
が
必
要
で
あ

る
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
に

代
わ
る
も
の
を
検
討
す
る
。

【
Ｑ
３
】

　

警
戒
レ
ベ
ル
３
で
高
齢

者
、
障
害
の
あ
る
方
、
乳

幼
児
等
の
避
難
開
始
だ
が

避
難
場
所
の
対
応
は
。

【
Ａ
３
】

　

原
則
は
、
通
常
の
避
難

場
所
で
受
け
入
れ
る
が
、

避
難
生
活
で
特
別
な
配
慮

が
必
要
な
方
に
は
、
福
祉

避
難
所
を
案
内
す
る
。
福

祉
避
難
所
で
は
、
保
健
師

な
ど
が
待
機
し
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

災
害
時
で
の
ト
イ
レ
問

題
対
策
は
。
ま
た
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
等
の
整
備

は
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　

水
を
使
わ
な
い
簡
易

型
ト
イ
レ（
ラ
ッ
プ
ポ
ン
）

を
備
え
て
い
る
。
簡
易
ト

イ
レ
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
を
含
め
、
検
討
を
す
る
。

水原 耕一議員

安 心
安 全

▲ ラップポン

【
Ｑ
１
】

　

建
物
の
建
設
は
維
持
管

理
費
の
増
加
に
つ
な
が
り

財
政
を
圧
迫
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
「
選
択
と
集

中
」
あ
る
い
は
、「
ス
ク
ラ

ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
」
に
よ
る

経
費
の
節
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
ん
な
成
果
が
あ
っ
た
か
。

【
Ａ
１
】

　

建
物
の
建
設
は
、
国
の

財
政
措
置
が
あ
る
も
の
を

基
本
と
し
て
い
る
。

　
「
選
択
と
集
中
」
に
つ

い
て
は
、
複
合
的
な
施
設

（
み
ら
い
交
流
館
や
こ
ど

も
夢
プ
ラ
ザ
等
）
を
整
備

し
て
い
る
こ
と
、「
ス
ク
ラ

ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
」
に
つ
い

て
は
、
事
業
縮
小
し
た
財

源
を
他
の
新
規
・
拡
充
事

業
の
財
源
に
充
て
る
と
い

っ
た
形
態
が
主
で
あ
る
。

（
こ
ど
も
の
医
療
費
拡
大

や
中
央
保
育
所
の
民
営
化

等
）

【
Ｑ
２
】

　
「
経
費
の
削
減
」
を
図

る
う
え
で
、
関
係
団
体
へ

の
補
助
金
は
、
例
年
ほ
ぼ

同
額
だ
。
厳
し
く
査
定
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
指

定
管
理
に
つ
い
て
、
将
来

的
に
は
入
札
制
度
が
望
ま

し
く
な
い
か
。

【
Ａ
２
】

　

補
助
金
に
つ
い
て
は
、

必
要
性
・
効
果
等
を
鑑
み

予
算
化
し
て
い
る
。

　

指
定
管
理
に
つ
い
て
は

「
特
命
随
契
」
と
し
て
議

会
の
承
認
を
得
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

避
難
所
や
倉
庫
等
の
整

備
に
代
え
、
学
校
の
空
き

教
室
を
活
用
す
る
は
考
え

な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　

感
染
症
対
策
の
面
か
ら

も
避
難
所
等
の
増
設
が
必

要
で
あ
る
。
既
存
施
設
の

有
効
活
用
も
引
き
続
き
検

討
す
る
。

Q
A

防災・減災の推進を

〈住民生活部長〉

災害時受援計画の策定については来年の出水期までに
細部を詰めていく。

【
Ｑ
１
】

　

町
内
小
中
学
校
で
の
防

災
教
育
の
現
状
と
課
題
は
。

【
Ａ
１
】

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活

用
し
児
童
生
徒
の
自
宅
付

近
や
通
学
路
の
危
険
箇
所
、

緊
急
時
の
避
難
場
所
を
確

認
す
る
な
ど
の
学
習
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度

新
た
に
、「
ひ
ろ
し
ま
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を

活
用
し
自
ら
の
命
を
守
る

行
動
が
と
れ
る
教
育
に
努

め
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

繰
り
返
し
行
う
避
難
訓

練
が
重
要
で
は
。

【
Ａ
２
】

　

議
員
提
案
の
予
告
な
し

の
避
難
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
学
校
も
あ
る
。

【
Ｑ
３
】

　

災
害
時
受
援
計
画
策
定

に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題

は
。

【
Ａ
３
】

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に

外
部
の
応
援
を
ス
ム
ー
ズ

に
受
け
入
れ
る
た
め
の
事

前
の
計
画
づ
く
り
が
重
要

と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
策

定
を
行
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
か
ら
無
償
提

供
さ
れ
て
い
る
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
で
は
要
支
援

者
情
報
や
地
理
情
報
か
ら

被
災
予
測
地
域
の
要
支
援

者
の
検
索
・
抽
出
も
で
き

る
た
め
是
非
と
も
導
入
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

【
Ａ
４
】

　

職
員
を
実
際
に
運
用
し

て
い
る
公
共
団
体
に
派
遣

し
、
検
討
を
す
る
。

沖田ゆかり議員

その他

▲ 捕獲したイノシシ

A

有害鳥獣被害が増加傾向にある。
徹底した対策が必要ではないか

〈町長〉

県内全体で被害が増加している。県の支援を受けながら被害軽減に取り組む。

〈中島 数宜 議員〉Q 農　業
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あ
り
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ど
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議
会
・
委
員
会
活
動

　11 月 25 日に文教委員会を開催し、熊野第二小学校と熊野中学校を訪問しました。また、改修が
完了した、学校トイレ、町民グランド、多目的グランド、熊野第三小学校擁

ようへき

壁の現場を視察しました。

（１）熊野第二小学校訪問
　　〇�「低学年書道科」の授業を見学後、担当講師と意見交換を行いました。児童の集中力は途切

れることなく、興味を持って書道に取り組む姿勢が見られました。
　　〇�「学校トイレ洋式化工事」で整備された南校舎と体育館の洋式トイレ、オストメイト対応トイ

レを確認しました。

（２）熊野中学校訪問
　　○�全学年の授業を見学後、タブレットを活用した授業の

説明を受け、質疑を行いました。
　　　�また、学校における新型コロナウイルス感染症対策に

ついて説明を受けました。

（３）工事箇所点検視察
　　○�平成 30年７月豪雨で被災した町民グランドと多目的グランドの改修工事箇所と、地震等により

倒壊の危険性があった熊野第三小学校南側の擁
ようへき

壁改修工事の完了を受け、現地を確認しました。

　今後も学校や社会教育施設の視察を行い、所管事務の現状や課題について委員会で協議を重ね、
町教育行政のより良い将来を見据えて活動を行っていきます。

介護保険制度の現状等について
総務厚生委員会

　12月18日に総務厚生委員会を開催し、健康福祉部高齢者支援課から「介護保険制度の概要」及び「第
8期介護保険事業計画策定」について報告を受けた後、質疑を行いました。

主な質疑
Ｑ　�要支援、要介護の割合と、要介護認定者数は
　　どのようになっているか。
Ａ　�要支援 20%、要介護 80% の割合となっている。
要介護区分では要介護１、２の割合が多い。

　　�要介護（要支援）認定者は 1,224 人（10 月末）。
認定率は約 14.6％で県内では一番低い。

Ｑ　認定率が低い理由は。
Ａ　�これまで熊野町は前期高齢者（65歳～74歳）が多かった。平成30年10月に後期高齢者（75歳以上）
の数が前期高齢者の数を上回った。今後も後期高齢者が増加するので認定率も上がってくると
思われる。

Ｑ　�要介護状態区分が要支援1から要介護5まで7区分あるが、認定結果に不満などはでていな
いか。

Ａ　�前回区分判定時より身体能力の低下がみられるのに「思いと違う」といった声を聞くことはある。
表面上だけでなく、認知症の問題もあり、そういったことから思いの違いというものはあると
思う。年に数名は、区分変更の申請もある。

Ｑ　コロナの影響はでているか。
Ａ　�デイサービスの利用を控える方や感染拡大地域の親族と接触したため、２週間サービスが使え
ないといったケースがある。また、久しぶりに会ったら認知が進んでいたというケースもある。

Ｑ　コロナ感染症疑い患者搬送車両の今後の運用は。
Ａ　�まずコロナの相談は県の保健センターにしてもら
い、公共機関でないと検査できない人は基本的に
は県が搬送車を出すようになっている。感染拡大
期など、県が動けない場合、県から要請を受けた
ときに使用する。補助金の交付を受ける際、広域的
な貸し借りはある旨説明を受けており、令和２年12
月10日から県を通じて広島市に貸し出ししている。

コロナ禍の中ではあるが、当委員会では必要な対策について町へ政策提言を行ってまいります。

▲ 総務厚生委員会の様子

▲ 新型コロナウイルス感染症疑い患者搬送車両

学校訪問と施設点検
文教委員会

▲ 低学年書道科（１年生）の授業
　 「まじわる」について

オストメイトとは…

　病気などにより消
化管や尿管が損なわ
れたため、腹部など
に排泄のための人工
肛門・人工膀胱を造
設した人のこと。▲ オストメイト対応トイレ

▲ �多目的グランドに流入した土砂は撤去
され工事が完了した現場

▲ タブレットを活用した数学の授業

▲ �「熊野第三小学校擁
ようへき

壁改修工事」が完了
した現場
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り
ゃ
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な
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た
ん
か
い
の
？

（仮称）東部地域防災センターの建設状況等を確認
産業建設委員会

　10 月 29 日に産業建設委員会を開催し、建設農林部の各課から下記の内容について説明を受け、
質疑を行いました。
　また、建設中の（仮称）東部地域防災センターへ赴き工事の進捗状況等の確認を行いました。

主な報告内容

〇平成30年７月豪雨災害に伴う災害復旧状況ついて
　Ｑ　�年度内には未着手箇所についても着手するとのことだが、遅くとも令和３年度にはすべての

箇所の工事が完了すると考えてよいか。
　Ａ　�砂防、治山堰堤については、激甚災害対策特別緊急事業であるため５年以内の事業完了とい

うことになっている。用地等の課題で未着手の箇所もあるが、一番危惧していた大原ハイツ
の堰堤については工事が完了しており、緊急度に応じて順次進めている。道路、河川、農業
施設の復旧については、大半は終わると認識している。

　Ｑ　�災害復旧工事においてコロナの影響はあるか。
　Ａ　�予算の削減はない。コロナの影響が全くないとは言い切れないが、町の災害復旧工事への影

響はなかった。

〇農業振興・鳥獣対策事業について
　Ｑ　�有害獣防除施設補助金は９月補正して既に執行残がないが、今後の予定は。
　Ａ　�９月補正時点で予算が昨年度の倍になっている。今のところ新たな予算の補正は考えていない。

現地視察

〇（仮称）東部地域防災センター
　　　�現地視察では、図面で説明を受ける以上に大型

な建造物が構築されている印象を受けた。また、
災害時に駐車スペースが足りるのかという意見
が出た。

　　　�委員会としては、本施設が災害時に本来の目的
どおり円滑に活用出来る施設になるとともに、
地域コミュニティーの拠点となるよう今後も注
視していくことを確認した。

　今後も、当委員会の所管事務分野において、主要事業の実施状況の確認や、問題点や課題の解消に
より、住民生活の利便性向上と安全性の確保に努めていきます。

▲ 令和３年３月完成予定の
　（仮称）東部地域防災センター今

月
の
表
紙

ありゃぁ どうなったんかいの？

追　跡

★ �熊野中学校のプールは、荒れ放題である。熊野東中学校はどうなっ
ているか。

★ �中学校の水泳の授業はなくなったのか。
　 小学校はどうなっているのか。
★ �学校が使用しないのなら、新たな使用方法を検討するとか撤去す
ればよいのではないか。

No. ４

中学校の水泳の授業がなくなって10年以上が経過するが、どのようになっているか。
以前の質問では、次の学習指導要領の改訂を見て検討するとのことだったが・・・

▲ 現在の熊野中学校プール

熊野中学校、熊野東中学校ともにプールの使用は中止しています。
（熊野東中学校は消防水利（消火用水としての利用施設）として指定）

プールの使用状況

　中学校では、学習指導要領で「水泳の指導については、適切な水泳場の確保が困難な場合にはこれを扱わ
ないことができるが、水泳の事故防止に関する心得については、必ず取り上げること。また、保健分野の応
急手当との関連を図ること」と規定されています。
　両中学校のプールは、ともに老朽化によるポンプの破損等により使用を中止していること、水泳指導の専
門的な知識・技術を持った教員が不足していることなどから、現在水泳の授業（実技）は行っていません。
　小学校では、毎年６月下旬から夏期休業前までの間に水泳の授業を実施しており、夏休みにもプール開放
事業を行うことで、泳力の向上に努めています。

水泳授業の取扱い

　中学校のプール使用については、来年度からの学習指導要領改訂により判断をすることとしておりました
が、水泳に関しては大きな変更点はありませんでした。
　熊野町では、小学校での水泳の授業や夏休みのプール開放等により、（児童生徒に）一定程度の泳力が身に
ついていること、中学校における水泳の専門的な実技指導ができる教員が不足していること等から中学校で
の水泳実技の授業は難しいものと考えています。
　このようなことから、消防水利としての機能維持の是非と合わせ、プール解体（解体撤去等試算額：１施設
当たり600万円超）も一つの選択肢として考えながら、学校施設のみならず、その有効活用に努めて参ります。

今後の使用について

どうなったんかいの？

「
拳
志
キ
ッ
ズ
（
空
手
道
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
練
習
の

様
子
（
熊
野
東
中
学
校
１
年　

宮み
や
お
か岡
夢む
つ
き月
さ
ん
、
昭
和
西

小
学
校
６
年　

三み
し
お塩
姫ひ
ゆ
め夢

さ
ん
、
熊
野
第
三
小
学
校

５
年　

植う
え
ま
つ松
憂ゆ

め媛
さ
ん
）

　

熊
野
第
四
小
学
校
で
毎
週

水
・
金
曜
日
午
後
６
時
30
分

か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
日

本
文
化
の
一
つ
と
し
て
発
展

し
て
き
た
空
手
道
を
通
じ
て
、

特
技
を
身
に
つ
け
な
が
ら
ス

ポ
ー
ツ
好
き
に
な
れ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
球
技
の
よ
う
な
楽
し

み
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
身
体

運
動
と
型
や
技
を
覚
え
て
い

く
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
運

動
の
得
意
な
子
、
苦
手
な
子

が
い
ま
す
が
目
標
に
向
か
い

努
力
す
る
心
、
厳
し
さ
や
難

し
さ
の
中
で
、
楽
し
さ
や
喜

び
を
見
い
だ
す
力
、
感
情
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
を
身

に
つ
け
る
事
を
学
び
、
大
人

に
な
っ
て
も
頑
張
り
抜
く
心

を
鍛
え
て
い
ま
す
。

代
表
指
導
者　

松
野　

一
弘

電
話　
090-

７
３
７
６-

６
２
４
２
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環境にやさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

あ

と

が

き

次の定例会は

議会だより題字

表紙写真

３月９日（火曜日）

小田原正龍さん

拳志キッズ（空手道）
スポーツ少年団

開会を予定しています。

　

旧
年
は
地
域
活
動
や
自
治

会
行
事
が
大
き
な
制
約
を
受

け
、
人
と
の
繋
が
り
が
意
識

さ
れ
る
一
年
で
し
た
。
議
会

審
議
も
コ
ロ
ナ
拡
大
に
対
応

す
る
臨
時
予
算
審
議
に
多
く

の
時
間
を
割
い
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

３
月
議
会
は
町
の
新
年
度

予
算
の
審
議
で
す
。
議
会
だ

よ
り
を
町
政
へ
の
関
心
の
一

助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。「
あ
り
ゃ
ぁ
、
ど

う
な
っ
た
ん
か
い
の
」
お
気

づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
身
近
な
議
員
に
お
尋
ね

下
さ
い
。
感
染
症
の
終
息
を

願
う
と
と
も
に
災
害
の
な
い

一
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

福
垣
内　

邦
治

令和を生きる君たちへ
第 ６ 回

〔くまの・こども夢プラザ（ほっとるーむベビー事業）にて〕

取材に協力していただいた赤ちゃんのお名前：栞
かんな

那ちゃん、壮
そうま

真くん
� 取材／沖田

　
　
ど
ん
な
子
ど
も
に

　
　
育
っ
て
ほ
し
い
？

Ｑ•�

健
康
な
子

•�

失
敗
を
お
そ
れ
ず
に

  

挑
戦
で
き
る
子

•�

誰
と
で
も
仲
良
く

  

で
き
る
子

Ａ

•�

親
子
で
ゆ
っ
く
り

  

で
き
る
と
こ
ろ

•�

赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
を

  

連
れ
て
飲
食
で
き
る

  

ス
ペ
ー
ス

Ａ
　
　
熊
野
町
に

あ
っ
た
ら
い
い
な
…

Ｑ

ベビーマッサージでお母さんとスキンシップ


